
本市の道路を取り巻く状況 

(1) 北九州市の現状 

 

本市の人口は昭和55年以降減少

傾向となっており、令和2年時点で

約94万人となっています。 

また、65歳以上の高齢者の割合

は、令和2年時点で30.5％と全国

28.0%を上回り、約20年後には

38.0％（令和27年）、3人に1人以

上が高齢者になることが予測されて

います。 
 

 

本市の企業誘致件数は増加傾向にあり、臨海部を中心とする工業団地への企業立地

が進んでいます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 年々減少する人口・高齢化の進行 

○ 増加する企業進出 

▲ 北九州市の人口推移   資料：国勢調査 

▲ 北九州市の企業誘致件数・新規雇用の推移 

▲ 北九州市西部の 

企業誘致件数の推移 

▲ 北九州市東部の 

企業誘致件数の推移 

▲ R5時点の主な進出企業 
資料：北九州市産業経済局企業立地支援課 
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全国の国内貨物輸送の機関分担率（どの輸送モードを使用して輸送されているかの割

合）は以下のとおりです。トラックがトンベースで約９割、トンキロベースで約５割を占め

るなど基幹輸送モードになっています。 

 

 

 

 

 

 

また、北九州市から本州向けに輸送される貨物

の輸送手段の内訳（重量ベース）は、大量輸送に優

れる海運が７割を占め、約3割をトラックが担って

います。 

 

北九州港の港湾貨物取扱量は全国5位であり、平成22年以降はコロナ禍の令和2

年を除き、年間約1億トンで推移しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方、全国的に航空貨物取扱量は概ね

横ばいの中、北九州空港における令和3

年度の航空貨物取扱量は過去最高を記録

しています。 

また、国際貨物定期便の増便(3便→4

便)や、輸入貨物の取り扱い開始により、

国際貨物取扱量が4年連続(H30→R3)

で過去最高となっています。なお、北九州

空港では、滑走路を2,500mから3,000mに

延伸する工事が進められており、供用開

始は令和９年度の予定です。 
 

○ 増加する物流取扱量 

▲ 港湾別取扱貨物量（R3）  資料：港湾統計 

▲ 北九州空港の航空貨物取扱量の推移 

資料：北九州市港湾空港局空港企画課 

▲ 北九州港の港湾取扱貨物量  資料：港湾統計 

貨物重量

46.6万t/3日

(H27)

▲ 北九州市発本州向け貨物の機関分担率 

（重量ベース） 資料：全国貨物純流動調査（H27） 

出典：国土交通省各種統計資料 
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市内の主な幹線道路における大型車交通量の推移は、平成27年から令和3年の5年

間で約2割～3割増加しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように、本市の物流はトラック輸送だけでなく、港湾及び空港、鉄道も利用されて

おり、これらの物流を支える道路整備が必要です。 
 

 

 

 
 

東日本大震災以降、熊本地震や九州北部豪雨等の自然災害が頻繁に発生していま

す。平成30年7月豪雨では、本市においても高速道路網等の分断により交通ネット

ワークが多大な影響を受けており、災害に強いみちづくりの重要性が改めて認識さ

れたところです。 

今後も引き続き、リダンダンシー確保のための道路ネットワークの整備を行うとと

もに、道路法面の崩壊・落石防止等の防災対策、橋梁やモノレールの耐震化等、防災・

減災、国土強靱化の取り組みを推進する必要があります。  

○ 自然災害の発生と国土強靱化への取り組み 

▲ 平成30年7月豪雨災害 

（北九州都市高速道路） 

▲ 令和5年7月豪雨災害 

（元城町京良城1号線他1線） 

▲ 大型車交通量の推移 

（主）門司行橋線 

資料：全国道路・街路交通情勢調査 
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※主要渋滞箇所から解除 

(2)北九州市の道路の現状 

 

 

都市の骨格形成や都市間の連絡を担う道路の整備を進めており、都市計画道路

の整備率は82.7％に達しています。また、一般道路での歩道が設置される区間の

延長は、道路総延長の約25％となっており、引き続き整備を進めていきます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成25年1月に福岡県交通渋滞対策協議会が市内28箇所（市管理：18箇所、国

管理：10箇所）を主要渋滞箇所に指定し、令和５年度までに13箇所で対策を実施し

ました。引き続き、渋滞の緩和に向けて、道路整備等のハード対策と公共交通の利

用促進等のソフト施策を進める必要があります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 都市計画道路及び歩道に未整備区間が存在 

▲都市計画道路整備率(R4) 

 

▲道路総延長に対する歩道設置率（R4） 

○ 主要渋滞箇所が点在 

▲ 北九州市内の主要渋滞箇所(R5) 

資料：地域の主要渋滞箇所 

資料：北九州市都市整備局道路計画課 

 

資料：道路統計年報（2023） 
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渋滞箇所名
対策実施
完了箇所
（R6年3月）

1 三萩野交差点 済
2 城野交差点 済
3 湯川交差点 済
4 黒崎駅前交差点
5 清水交差点 済
6 バイパス朽網交差点 済
7 津田西交差点
8 貫交差点 済
9 陣山二丁目交差点

10 横代交差点 済
11 岸の浦二丁目交差点
12 力丸町交差点
13 曽根出張所交差点
14 葛原東三丁目交差点
15 本城(帯田)交差点
16 清納二丁目交差点
17 中井交差点 済
18 下曽根一丁目交差点
19 穴生電停交差点 済
20 神幸町交差点 済
21 沼緑町一丁目交差点
22 永犬丸五丁目交差点 済
23 大里本町三交差点 ※解除(R5)
24 若戸大橋口交差点 ※解除(R3)
25 馬場山交差点
26 東曲里町交差点
27 幸神交差点
28 筒井町交差点

NO

国
管
理

市
管
理


